
    

１ 

松
本
さ
ん
の
学
級
で
は
、
新
入
生
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
「
今
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
題
で
文
章
を

書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
は
、【
松
本
さ
ん
が
書
い
た
下
書
き
】
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

           

一 

下
書
き
を
読
み
直
し
た
松
本
さ
ん
は
、 

 

線
部
「
そ
ば
で
聞
い
て
い

た
友
達
か
ら
『
う
ま
く
な
っ
た
ね
。
』
と
言
い
ま
し
た
」
の
部
分
の
「
友
達

か
ら
」
と
「
言
い
ま
し
た
」
と
の
言
葉
の
関
係
が
不
適
切
な
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
本
文
中
の
推
敲
の
仕
方
に
な
ら
っ
て
、「
言
い
ま
し
た
」
の
部

分
を
適
切
に
書
き
直
し
な
さ
い
。 

   

二 
 

 

線
部
「
今
、
私
た
ち
は
全
国
大
会
出
場
に
向
け
て
練
習
し
て
い
て
、

三
年
生
に
と
っ
て
最
大
の
目
標
で
す
。」
に
は
二
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
意
味
は
変
え
ず
に
二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
二

文
め
に
は
「
目
標
で
す
」
に
対
応
す
る
主
語
を
補
い
な
さ
い
。 
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名前 

１ 

中
学
校
の
国
語
の
授
業
で
、
「情
報
化
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
」と
い
う
テ
ー
マ
の
意
見
文
を
書
い
て
い
ま
す
。
目
標
は
、
「構
成
を
工
夫
し
て
、
自

分
の
意
見
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
」で
す
。
今
日
の
授
業
で
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
意
見
文
を
グ
ル
ー
プ
内
で
読
ん
で
話
し
合
い
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
自
分
の
意
見
文

を
推
敲
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
文
章
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
小
森
さ
ん
と
村
上
さ
ん
が
書
い
た
意
見
文
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な

さ
い
。 
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読
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自
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敲
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こ
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に
な
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ま
し
た
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文
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同
じ
グ
ル
ー
プ
の
小
森
さ
ん
と
村
上
さ
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書
い
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意
見
文
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中
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国
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私
た
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い
う
テ
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意
見
文
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書
い
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ま
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目
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は
、
「構
成
を
工
夫
し
て
、
自

分
の
意
見
を
明
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に
述
べ
る
こ
と
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で
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今
日
の
授
業
で
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、
ほ
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完
成
し
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見
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を
グ
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に
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自
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言
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れ
ま
し
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文
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目
標
で
す
。 
【
例
】
全
国
大
会
出
場
は
、
三
年
生
に
と
っ
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最
大
の 
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今
、
私
た
ち
は
全
国
大
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場
に
向
け
て
練
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し
て
い
ま
す
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